

















第2節 研究方法 …… …………………… …………






















































































































































































































































(22)井上 美智子 。無藤 隆 (2009)「幼稚園 。保育所における自然体験活動の実
地実態2-動物飼育の実態―」教育福祉研究.35.17






























































































3月15日 総 合 1年間国内研修 しての振 り返 り 青報 (意識)共有I
2.分析方法
(1)振り返 り会の逐語録分析 ― 園内研修後 の振 り返会を逐語録 として
起こし、コー ド化したものをカテゴリー 分け
し関係性を考察した。




(1)足立 心一、野崎 岡J毅、草薙 恵美子、結城 孝治、松村 澄絵、松田 由理子、
吉田 充、黒阪 陽一、寺岡 真知子 (2007)「総合的自然体験活動の授業実践
とその検討 (2)」國學院短期大学紀要.25.A83-Al16
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第2項 意識調査アンケー トの事前事後比較の考察 (全体の変化)






だんごむし 19 19 0
ちり 19 18 -1.0
喋 13 13 0
てんとう虫 18 18 0
′ヾッタ 15 15 0
かえる(おたまじゃくし) 15 14 -1.0
カマキリ 13 15 +2.0
かたつむり 18 18 0
とんば(やご) 14 13 -1.0
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鈴虫 6 8 +2.0
















事前 19人中(人) 事後 19人中(人) 事前(人)一事後(人)
だんごむし 12 14 +2.(
あり 5 4 -1.C
蝶 3 5 +2.C
てんとう虫 4 12 +8.(
バッタ 2 3 +1.(
かえる(おたまじゃくし) 4 8 +4.〔
カマキリ 3 6 +3.〔
かたつむり 14 18 +4.〔
とんば(やご) 2 2
こおろぎ 3 3
いぶと虫(くわがた虫) 8 16 +8.(
冷虫 5 7 +2.(



























事前 19人中(人数) 事後19人中(人数) 事前(人数)一事後(人数)
色々と教えられる 1 1 0
少し教えられる 10 15 +5.0
少し知っているが教えられない 4 2 -2.0
全く知らないので教えられない 4 1 -30
事前 19人中(人数) 事後 19人中(人数) 事前(人数)一事後(人数)
色々と教えられる 1 1 0
少し教えられる 3 10 +7.0
少し知っているが教えられない 9 7 -2.0
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事前 19人中(人数) 事後 19人中(人数) 事前(人数)一事後(人数)
色々と教えられる 1 2 +1.0
少し教えられる 7 10 +3.0
少し知っているが教えられない 9 6 -3:0
全く知らないので教えられない 2 1 -1.0
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事前 19人中(人数) 事後 19人中(人数) 事前(人数)―事後(人数)













第3項 意識調査アンケー トの事前事後比較の考察 (個人別の変化)





た虫)、 だんごむし、かえる (おたまじゃくし)、 あり、とんぼ (やご)、 てんとう虫、鈴虫、
カマキリ、こおろぎ、バッタ、なしの 13つ選択肢から複数選択可で回答してもらつた。そ
の回答数とその増減を下記の表にまとめた。+の得点が高い程多くの生き物を選択し、園
内研修の効果があつたと考えられる。また、問 5、 問 13、問 17は知っている自然体験活動
を記述してもらつた。そして、活動内容その記述の数を点数化している。増減としては、
表 1-7植物を使つた自然体験活動について
事前 19人中(人数) 事後 19人中(人数) 事前(人数)一事後(人数)
コメント有り 8 15 +7.0
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+の得点が高い程、園内研修での効果がみられ、回答者が実践に使える活動が増えたと考









質問文 事前 事後 増減
間 1 幼稚園教諭、保育士の経験年数をお答えください。 5年以上10年未満
間 2 次の生き物の中で自分で見つけることができるものをお答えください。 7 12 +5
問 3 次の生き物の中で直接触ることができるものをお答えください。 10 12 +2
間 4 欠の生き物の中で子ども達に飼い方を教えることができるものをお答えください。 0 4 +4





問 フ 野草などの植物を使つた遊びを子どもに教えられる。 1 3 +2
問 8 陀や野菜の育て方を子どもに教えられる。 2 3 +1
間 9 陀草木や野菜の名前や特徴を教えることができる。 2 3 +1





間 12 反穫した野菜を簡単に調理する方法を知つていて活動に取り入れられる。 3 3 +0





間 15 邑々 な泥団子の作り方や、それに繋がる遊びを子どもに教えることができる。 3 3 +0
間 16 秒の特性を知り、環境作りや砂遊びを教えられる。 2 3 +1
























質問文 事前 事後 増減
問 1 切稚園教諭、保育士の経験年数をお答えください。 5年未満
問 2 欠の生き物の中で自分で見つけることができるものをお答えください。 9 6 -3
問 3 欠の生き物の中で直接触ることができるものをお答えください。 9 12 +3
間 4 欠の生き物の中で子ども達に飼い方を教えることができるものをお答えください 2 3 +1





間 7 野草などの植物を使つた遊びを子どもに教えられる。 2 3 +1
問 8 にや野菜の育て方を子どもに教えられる。 2 3 +1
問 9 陀草木や野菜の名前や特徴を教えることができる。 1 3 +2





間 12 収穫した野菜を簡単に調理する方法を知っていて活動に取り入れられる。 2 2 +0






間 15 箋々な泥団子の作り方や、それに繋がる遊びを子どもに教えることができる。 2
?
? +1
間 16 秒の特性を知り、環境作りや砂遊びを教えられる。 2 2 +0


























質問文 事前 事後 増減
間 1 幼稚園教諭、保育士の経験年数をお答えください。 20年以上
間 2 欠の生き物の中で自分で見つけることができるものをお答えください。 10 10 +O
問 3 次の生き物の中で直接触ることができるものをお答えください。 12 12 +0
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間 7 野草などの植物を使った遊びを子どもに教えられる。 4 3 -1
間 8 花や野菜の育て方を子どもに教えられる。 3 3 +0
間 9 陀草木や野菜の名前や特徴を教えることができる。 4 3 -1





間 12 収穫した野菜を簡単に調理する方法を知っていて活動に取り入れられる。 4 3 -1





間 15 色々な泥団子の作り方や、それに繋がる遊びを子どもに教えることができる。 3 4 +1
間 16 秒の特性を知り、環境作りや砂遊びを教えられる。 4 3 -1




















質問文 事前 事後 増減
間 1 幼稚園教諭、保育士の経験年数をお答えください。 5年以上10年未満
問 2 次の生き物の中で自分で見つけることができるものをお答えください。 9 4 -5
間 3 欠の生き物の中で直接触ることができるものをお答えください。 7 7 +0
間 4 欠の生き物の中で子ども達に飼い方を教えることができるものをお答えください 5 8 +3





問 7 野草などの植物を使つた遊びを子どもに教えられる。 3 3 +0
間 8 陀や野菜の育て方を子どもに教えられる。 3 2 ―-1
間 9 陀草木や野菜の名前や特徴を教えることができる。 3 3 +0





間 12 反穫した野菜を簡単に調理する方法を知つていて活動に取り入れられる。 4 3 -1





間 15 色々な泥団子の作り方や、それに繋がる遊びを子どもに教えることができる。 3 2 ―-1
間 16 りの特性を知り、環境作りや砂遊びを教えられる。 2
?
? +1






































































































































































。足立 心一、野崎 岡1毅、草薙 恵美子、結城 孝治、松村 澄絵、松田 由理子、吉
























。峰 岩男、大沢 力 (1998)「園内外の『環境』を活用する為の保育者研修 (Ⅳ):
平成 9年度 H幼稚園における園内研修の考察」日本保育学会研究論文集 (51)
180-181
・松山益代 (2011)『参加型研修のすすめ』ぎょうせい pp.27
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に関する研究』国立オリンピック記念青少年総合センター研究紀要.5.69-80
・山下久美 首藤敏元 (2005)『幼稚園・保育園の動物飼育状況と飼育体験効果に
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